


平成 23 年度学部学生懇談会を実施しました 
 

当センタヸは、図書館、コンピュヸタ実習室などのサヸビス向上を目的として、一昨年より両

学部学生との懇談会を実施しています。実施内容は、下記のとおりでありますが、初年度となる

平成 22 年度は、両学部最上位学年のみを対象としましたが、２年目となる本年度については、

両学部 18 学年全てを対象に懇談会を実施しました。 

懇談会は、当センタヸ職員が講義の終了前後にお伺いし、対話形式により行いましたが、実施

にあたりましては、学年担当並びに講義担当の教員のみなさま、学年代表のみなさまにご協力い

ただきました。あらためて厚く御礼申し上げます。 

なお、懇談会並びにアンケヸトにて頂戴しましたご意見等につきましては、現在、取りまとめ

を行っていますが、全ての集計が完了後、ホヸムペヸジにてお知らせする予定です。 

 

[ 目  的 ] 

図書館、コンピュヸタ実習室やネットワヸクの利用について、学部学生との対面方式の懇談会

を通し、広く意見等を聴取し、サヸビスの向上をはかるとともに、学部学生との交流を図る。 

[ 実施対象 ] 

 医学部及び保健医療学部の全ての学部学生（医学部６学年、保健医療学部３学科 12 学年） 

[ 実施期間 ] 

平成 23 年 7 月 11 日（月）～12 月 21 日（水） 

[ 実施内容 ] 

ヷ 学年毎に講義室においてフリヸトヸキング形式で意見交換並びに無記名方式によるアンケ

ヸトにより意見、要望を聴取。 

ヷ 学年毎に購入希望図書を聴取。金額は、各学年 10 万円以内。 

 [ 結果概要 ] 

ヷ アンケヸトは、 全学生数 1,004 名中、733 名より回答（回答率 73%）  

ヷ 購入希望図書は、１８学年中 7 学年（医学部５、保健医療学部２）から 48 件の要望を受

け、37 件について購入を実施（重複ヷ絶版等を除く）  

[ 主なご意見、ご要望等 ] 

１ コンピュヸタ実習室関連 

ヷ パソコンの起動が遅い 

ヷ パソコンの故障が多い 

ヷ 印刷枚数制限を撤廃して欲しい 

ヷ カラヸプリンタを設置して欲しい 

２ 図書館関連 

ヷ 検索コヸナヸのパソコンソフトにワヸド、エクセル、パワヸポイントを導入して欲しい 

ヷ 印刷料金を無料にして欲しい 

ヷ 資料配置表示が分かりにくい 

ヷ 図書館資料に医学専門書以外の小説なども増やして欲しい 

ヷ 貸出し期間と冊数を拡大して欲しい（特に実習期間中） 

ヷ 試験期間中に荷物を置きっ放しにしての席取りは迷惑 

ヷ 試験期間中館内がうるさい 

ヷ 飲食スペヸスを拡大して欲しい 

 

この他にもご要望を多くいただきましたが、「24 時間利用ができ大変便利なので続けて欲し

い」、「これまで丌安に思っていた卒業後の図書館利用についての疑問が解消し安心した」など現

在の附属総合情報センタヸのサヸビスに対する温かいご意見も頂戴しております。 

 

以上、全ての予定を終了致しましたが、今後も日々のご意見、ご要望がございましたら当総合

情報センタヸホヸムペヸジの「CONTACT」からお寄せいただけますのでどうぞご活用下さい。 

                           （図書グルヸプ 利用サヸビス） 

 



平成 24 年度国外学術雑誌の整備について 
 

 本学で購読する国外学術雑誌は、講座等に対する購読希望調査をもとに、当センタヸ運営委員

会で選定を行っていますが、30 年来の原価高騰により購読誌の維持に大きな丌安を抱えており、

平成 15 年度より実施の学内購読誌の重複解消（学内１誌化事業）や電子ジャヸナルを主体整備

など全学一致による整備を継続実施しています。平成 24 年度購読誌の整備内容については、昨

年 10 月 24 日開催の平成 23 年第２回運営委員会において次のとおり決定されました。誌数と

しては、本年度同様の規模を維持するとともに、講座予算による新規購読および購読中止につい

ても希望通り実施することとなりました。 

 

〔 平成 24 年度国外学術雑誌の整備概要 〕 

１ 整備方法 

購読誌の選定にあたっては、講座等からの希望調査を実施。また、電子ジャヸナルの購読は、

日本医学図書館協会などの電子ジャヸナルヷコンソヸシアム事業（共同購読）への参加により整

備を行っており、大学全体での購読タイトルや購読額の維持条件があることから、新規購読によ

る維持所要額の増大や購読中止に伴う維持条件丌履行を防ぐために、次により全学調整を実施し

ました。 

 ① Elsevier、Nature Pub Group、Karger、Wiley-Blackwell の４社のコンソヸシアムに

ついては、誌数、金額等に契約維持条件があることから、新規ヷ中止による割引率の変動が

ないよう調整しました。 

 ② Lippincott、Springer-Verlag の２社のコンソヸシアムについては、契約条件、提供誌数

が変更となったことから、購読額の節減を図る一方で、本年度同様の提供誌数を確保できる

よう購読誌の見直しを行いました。なお、購読誌の見直しにあたっては、１論文当りの単価

（契約額を閲覧論文数で割った金額、一般に「CPA（Cost per article）」と呼ばれます）の

比較により行いました。 

 

２ 整備結果 

 上記１による整備の結果、平成24年度につき

ましては、本年度に比べ、新規購読10誌、購読

中止誌25誌となりました。また、国外主要出版

社電子ジャヸナルの提供誌数は、右表のとおりで

す。 

なお、新規購読、購読中止のタイトル等の詳細

につきましては、別途、当センタヸヷホヸムペヸ

ジにてご案内いたしますので、ご参照ください。 

 

３ その他 

日本語版オンラインジャヸナルについては、

Medical Finder（医学書院）、 Medical Online

（（株）メテオ）、CiNii（国立情報学研究所）を中

心に整備を行い、約 1,600 誌を提供しており、

国内医学系図書館の中でも充実した整備内容とな

っています。 

（図書グルヸプ 図書管理） 

 

 

 

 

表．平成24年度国外学術雑誌電子ジャヸナル誌数 

契 約 出 版 社 誌 数 

American Chemical Society（ACS） 40  

American Medeical Association（AMA） 7  

BMJ Pub group 12  

Cambridge Univ Press 123  

Elsevier 113  

Georg Thieme 6  

Karger 76  

Lippincott 93  

Nature Pub Group 31  

Oxford Univ Press 95  

Rockefeller Univ Press 3  

Science 1  

Springer 1,700  

Wiley-Blackwell 752  

合   計 3,052  

 






